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令和元年度第３回瀬戸内市総合教育会議議事録 

１ 日時 令和２年２月１７日（月）午後１時３０分～２時５０分 

２ 場所 瀬戸内市役所 大会議室 

３ 出席者 

 (1) 総合教育会議構成員 

職名等 氏名 

市長 武久 顕也 

教育委員会 教育長 東南 信行 

委員 淵本 晴生 

委員 井手 康人 

委員 藤本 里絵 

委員 山本 正 

 (2) その他 

区分 所属 役職 氏名 

説明員等 総務部 部長 岡田 誠 

保健福祉部 部長 青山 祐志 

保健福祉部 参与 入江 寿美江 

保健福祉部子育て支援課 課長 土田 恵子 

いきいき長寿課 課長 上井 勉 

保健福祉部健康づくり推進課 参事 江﨑 八千代 

保健福祉部子育て支援課 参事 松田 秀太郎 

教育委員会 教育次長 薮井 慎吾 
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教育委員会総務学務課 課長 山本 正樹 

教育委員会総務学務課 参事 松本 総 

教育委員会学校給食調理場 所長 森山 光晴 

教育委員会社会教育課 課長 勝本 眞一 

中央公民館 館長 小林 裕治 

市民図書館 館長 村上 岳 

事務局 総務部総務課 課長 大原 克友 

総務部総務課 行政係長 小玉 喜久 

４ 傍聴人数 ０人 

５ 議事・議題（協議・調整事項） 

(1) 教育大綱の重点施策を踏まえた令和２年度主要事業（案）について 

(2) その他 

６ 配布資料 

(1) 教育大綱の重点施策を踏まえた令和２年度主要事業 

７ 協議又は調整に係る事項及びこれに関する出席者の発言 

 ※瀬戸内市総合教育会議運営要領第３条の規定により、市長が会議の議長となり、

議事進行を行う。 

 （議長） 

まず議題（１）教育大綱の重点施策を踏まえた令和２年度主要事業（案）につい

て、説明員の方から説明をお願いします。 

 （説明員（教育委員会）） 

 失礼します。 
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資料を御覧いただきながら、説明をさせていただきます。 

 まず、教育大綱の重点施策を踏まえた令和２年度主要事業ということで、大綱の重

点施策の重点１から重点５までに関連する事業を一覧表でお示しをさせていただいて

います。その中で特に主要なものについて説明をさせていただきます。 

 １ページになりますが、重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育

成」に関する事業となります。 

 まず、非常勤講師等配置事業、７，０９８万８，０００円です。これにつきまして

は、児童生徒の読書教育の充実のため、図書館司書を全校に配置します。通常学級に

在籍する特別な支援を必要とする児童のＴＴ指導や、取出し指導を行うための非常勤

講師、小学校における複式解消のための非常勤講師、中学校における教科指導の充実

のため常勤講師の配置に替えて非常勤講師の増員を行うものです。具体的には、小学

校の常勤講師は２人減の１人、非常勤講師を１１人として、４人の増を考えています。

中学校の常勤講師としては３人の減にはなりますが、非常勤講師を１３人配置するこ

ととして、８人の増となる予定です。 

 続きまして、学力調査実施事業、４７万７，０００円です。中学生を対象とする学

力調査を全学年で行います。春に１年生の社会、理科と３年生の英語、秋に２年生の

英語を実施し、調査結果を分析することで、授業改善と家庭学習の充実に活用します。 

 次に、教育情報機器整備事業、３億５，８８１万円です。現在、教育系ネットワー

クは、個人情報を扱う校務系と、授業に利用する学習系があります。どちらも直接イ

ンターネットにつながりますが、校務系のインターネット分離を行うことにより、外

部へのインターネット接続を安心してできる環境にし、個人情報等の大切なデータを

守るとともに、教師用パソコン等を開く際の２要素認証、これにつきましてはパスワ

ードと顔認証の導入を予定していまして、校務系と学習系の二つのネットワーク間の

安全なファイル交換の実現など、教育系ネットワークのセキュリティを強化します。

また、平成２６年度に整備した教師用のパソコン等の情報機器を更新することで、教

員の業務の効率化及び授業の質の向上を図ります。その他ＩＣＴ環境の整備につきま
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しては、この会議の後、教育委員会議で詳細を説明させていただきますが、文科省が

目指すＧＩＧＡスクール構想を本市としても進めるために、令和２年２月議会に提出

する補正予算において国庫補助等を活用して小中学校の通信ネットワーク環境を整備

する費用、２億１，５８７万円を計上する予定としています。 

 続きまして、学校教育施設等整備事業、８億４，６１１万３，０００円です。学校

施設の整備については、瀬戸内市学校施設長寿命化計画に基づき、構造体の長寿命化

や内装、外装等の改修、設備更新や必要な防災機能の付加など、建物の安全性を確保

するとともに、機能や快適性など学校生活の場として必要な環境確保や省エネ化を社

会ニーズや改修費を勘案しながら進めています。令和２年度に実施する主な工事とし

ましては、邑久小学校の南棟の防水改修工事、国府小学校の校舎大規模改造に伴うプ

ールの解体工事、行幸小学校の校舎大規模改造１期工事、牛窓中学校校舎外壁改修工

事、牛窓東幼稚園園舎大規模改造工事、設計の委託として、邑久中学校のクラブハウ

ス等の整備に向けて設計委託などを予定しています。 

 次に、学校給食調理等業務委託事業です。邑久調理場、長船調理場の両方になりま

すが、１億１３２万４，０００円です。邑久学校給食調理場は平成３０年４月から、

長船学校給食調理場は令和元年８月から、調理、配送、洗浄業務を民間事業者に委託

しています。令和２年度につきましても引き続き業務委託を継続することとなります。 

 次に、２ページを御覧ください。重点２「子育て・保育・教育を通して子どもの成

長を社会総がかりで支援」に関する事業です。 

 教育支援員等配置事業、８，３７７万７，０００円です。特別な支援を必要とする

園児、児童、生徒へのきめ細やかな支援ができるよう、支援員１人の拡充をします。 

 次に、通学タクシー運行事業、２８０万６，０００円です。小学校までの通学距離

が４キロメートル以上の距離であり、公共交通のバスがない地域の児童に対して通学

タクシーを運行することにより、児童の通学手段を確保するとともに、保護者の経済

的負担の軽減を図ります。 

 次に、地域学校協働活動推進事業、３６９万円です。平成３０年度に学校支援地域
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本部事業を地域学校協働活動推進事業に移行し、地域学校協働活動事業、放課後こど

も教室事業及び土曜日教育支援事業を計画しています。これらの取組を実践していく

ことで、地域全体の教育力の向上及び活性化を図ります。 

 次に、不登校対策実践研究事業、６６５万２，０００円です。小学校における長期

欠席、不登校問題について、登校支援員と別室支援員を配置して、学校まで児童と一

緒に登校する支援と教室に入りにくい児童が安心して過ごせるようにする支援を行い、

児童の教室復帰を目指します。 

 （説明員（保健福祉部）） 

 失礼します。 

 私からは、保健福祉部所管分を説明させていただきます。 

 まず、子ども包括支援センター事業、３１１万７，０００円です。子ども包括支援

センターは、妊娠期から子育て期、思春期へと切れ目のない支援に取り組んでいます。

保健師、助産師による妊婦への訪問支援や電話相談だけでなく、マタニティ教室や第

１子の子どもさんとその母親を対象とした教室、いわゆるＢＰプログラムを開催し、

母親同士の仲間づくり、孤立防止にも力を入れています。令和２年度も引き続いて、

妊産婦や乳幼児へのあらゆる相談に応じ、必要な情報提供を行い、きめ細やかな支援

に取り組んでいきます。また、臨床心理士を配置し、発達に課題を抱える子どもの支

援にも取り組んでいます。子育て中の保護者だけでなく、保育園、幼稚園、学校等か

らの相談を受け、助言や指導を行っています。その他、今年度好評だった発達障害支

援者研修ですが、令和２年度も福田保育園の研修室を活用して行う予定です。講師に、

県内の著名な方をお呼びして、年間１４回の研修を計画しています。保育園、幼稚園、

小学校、中学校、放課後児童クラブ、保健師など、支援に当たる職員が共通の研修を

受けることで、顔の見える関係の構築と支援力のスキルアップを目的としています。

なお、この研修は、子ども包括支援センターで企画を行い、教育委員会、子育て支援

課が共同で実施しています。 

 続きまして、子育て支援事業、８２５万４，０００円です。子育て支援事業のうち、
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ファミリーサポートセンター事業では、子育ての応援をしてほしい人、いわゆる依頼

会員と、子育ての応援をしたい人、いわゆる提供会員が、保育園の送迎や一時預かり

などの相互援助活動を行っていますが、提供会員の増加を図るため、３年ぶりにサポ

ート養成講座、全８回の開催を予定しています。また、児童短期入所生活支援事業で

は、保護者が病気や冠婚葬祭などの理由により、家庭で児童を養育することが一時的

に困難となった場合に、短期間、原則７日以内ですが、児童福祉施設で養育、保護す

ることにより、児童及びその家庭の福祉の向上を図っています。近年、ネグレクトや

保護者の心身の不調、ひとり親家庭の仕事と育児の両立の問題などでニーズが増加し

ており、ショートステイの事業委託料を増額しています。 

 次に、放課後児童クラブ運営事業、１億４，８２８万２，０００円です。今年度か

ら、保護者による運営委員会が運営していた放課後児童クラブ６クラブ１１組は、指

定管理者制度の導入により運営を開始して、順調に引き継ぐことができています。ま

た、ニーズに比べて受け入れ児童数が不足していた邑久地域に、民設民営の放課後児

童クラブを１クラブ誘致することができ、来年度４月から邑久オアシスクラブが開設

される予定です。これに加えて、牛窓地域の民設民営の１クラブが受け入れ人数の増

加に対応するため、１組増設されます。これにより、市内のクラブは、指定管理運営

の６クラブ１１組と、社会福祉法人などによる運営の３クラブ４組となります。 

 続きまして、こどもひろば推進事業、２，１３９万４，０００円です。現在、来年

度以降のこどもひろば推進事業についての基本計画を、今年の３月策定の予定として

います。こどもひろばは、自然環境を活用し、異年齢が交わり遊び、育つ場であり、

また、子どもを中心に多世代が集う地域交流の場であり、ボランティアや地域の人、

子育て中の親が活躍する場です。今あるものや人、施設を活用して、市民みんなでつ

くる取組です。来年度は、遊び道具を積載した外遊びの楽しさを提案する車両、プレ

ーカーを導入し、地域連携による移動遊び場を開催します。また、外遊びに関するこ

とを普及するコーディネーターなどを配置し、市民を対象にした講演会やボランティ

ア養成講座を開催します。市民のニーズにこたえて、今後こどもひろばの開催を増や
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していきたいと思っています。 

 （説明員（教育委員会）） 

 ３ページを御覧ください。次に、重点３「生涯にわたり、学びあう市民への効果的

支援」に関連する事業です。 

 図書館管理運営事業、１億３２０万３，０００円です。市民図書館の開館後５年目

を迎える来年度は、多様な情報ニーズへの対応を主眼とした蔵書構築重点事業として、

図書購入費を２，０００万円とする予算配分を継続します。また、市民との協働や、

行政・専門機関などとの連携を強化し、読書活動推進・子育て応援・認知症予防・地

域学習支援等、さまざまな課題に応えるための各種事業を実施します。 

 次に、公民館管理運営事業、３億５，４２５万９，０００円です。大幅な増額とな

っていますが、これについては、牛窓町公民館耐震改修工事監理業務４５６万２，０

００円及び工事費２億２，７０５万７，０００円が含まれた額となっています。耐震

改修工事と併せて既存不適格状態にあるエレベーター戸開走行保護装置の設置や２階

大講座室の吊り天井、浴室、便所などの施設改修を実施します。隣接する牛窓支所の

改修工事もあることから、そちらと調整して実施することとしています。 

 次に、公民館講座開催事業等、１，１８９万３，０００円です。３か年計画で実施

した「夢二のふるさと芸術交流プロジェクト事業」については、その盛り上がりを継

続すべく、引き続き音楽コンクール及びスクールコンサート、さらに学校へのオーケ

ストラの訪問事業を実施します。コンクール・スクールコンサート委託料として５０

５万円を計上し、コンクールとともにゆめトピアを拠点に多彩なコンサートを実施す

る音楽コンサート等開催事業補助金として、２８２万円を計上します。また、市民と

の協働により各種文化芸術活動の活性化を図るため、新たに実行委員会を立ち上げ、

文化芸術活動の振興等を図る事業への助成や市民視点での企画や市民参加のコンサー

トを実施するための芸術交流プロジェクト実行委員会負担金１１３万円を計上する予

定としています。 

 次に、重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」に関連する事業です。 
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まず、スポーツ団体の育成支援事業、６９７万７，０００円です。市民の健康の

増進、体力の向上を目的に、体育協会・スポーツ少年団を育成支援することにより、

市民にスポーツ活動、健康づくり活動の機会を提供し、スポーツの日常化を図ります。

また、Ｂ＆Ｇ海洋クラブを育成支援することにより、瀬戸内市の特色である海洋性ス

ポーツの普及・振興を図ります。なお、体育協会補助金にスポーツ団体の育成援助と

して指導者研修事業を委託し、指導者の育成支援を図ります。 

次に、体育施設管理運営事業、２，０８１万７，０００円です。主なものとして、

邑久スポーツ公園内、冒険の森の再整備に向けての改修実施設計を予定しています。 

教育委員会は以上です。 

 （説明員（保健福祉部）） 

続きまして、保健福祉部からです。 

高齢者の健康づくり、４５４万５，０００円です。高齢者の健康づくりとして、

また地域における集いの場として、介護予防のための体操教室「はつらつ教室」の活

動支援を行っています。現在では「はつらつ教室ＯＢ会」として市内９８か所で自主

活動が行われており、本年度末までには１００か所を超える見込みで、多くの地域に

おいて、「近所で通える場」として定着してきています。事業の支援につきましては、

生活支援体制整備事業として社会福祉協議会に委託しており、社協に在籍する生活支

援コーディネーターやいきいき長寿課の保健師らが地域へ訪問し、介護予防の体操を

行う通いの場・集いの場として、立ち上げ支援や運営支援、生活支援体制整備事業の

普及啓発などを行っています。 

以上です。 

 （説明員（教育委員会）） 

次に４ページを御覧ください。重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」

に関連する事業です。 

博物館・美術館管理運営事業、１億７，５７１万２，０００円です。博物館では、

経年劣化や構造的欠陥により、展示品の維持管理や来館者の鑑賞環境に支障が生じて
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いる展示室等の機能強化を図るため、展示室の空調機器の更新及び空調配管の改修、

展示室入口の自動扉、防火扉の設置、展示室天井の改修工事を実施します。改修工事

に伴う閉館期間中も、研修棟や工房を使用して職人にまつわる展示を実施します。 

美術館では、空調設備から異音が発生するなど鑑賞環境に支障が生じていること

から、空調設備等の改修工事を実施する予定としています。 

以上、簡単ですが、令和２年度主要事業の説明とさせていただきます。 

 （議長） 

 ありがとうございました。それでは、ただ今の説明につきまして、御質問、御意見

があればお願いします。 

 （委員） 

 ２つお聞きします。１つは、教育情報機器の整備事業ということでお話がありまし

たが、文科省が２３年度までに全児童生徒に１台パソコンを持たせるということを言

っています。学力テストもそれに対応して２３年度にはパソコンを使って行うという

ことも言っていますが、それについての費用がかかってくるということになります。

そういうことも踏まえて、文科省が示しているとおりに実施するのかということをお

聞きしたいと思います。 

 それからもう１つは、邑久中学校に自立支援教室を整備するということで、いずれ

長船中学校、牛窓中学校と拡充していかれるのだと思いますが、重点１の米印の一番

下が特別支援教育の充実ということになっていますので、そういうことから考えると

支援が必要な児童生徒に対して教室を整備していくということはとても大事なことだ

と思いますが、その施設をつくるときには必ず人的な配置を考えていただきたいと思

います。非常勤講師等配置事業の中でそれを考えられているのでしょうか。そういう

子どもに対しての人的な配置というのは、それなりの知識と対応力、そういうものが

ある人が配置されなければ意味がないし、配置されないで施設だけできるということ

であれば、そこに在籍をしている教職員の負担が増えることになります。それなりの

人をそこに配置するということをしっかりと考えて実施していただきたいと思います。
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そのためには財政的なことも考慮していただかないと実現できないということになり

ます。この２点についてお尋ねさせていただきたいと思います。 

 （説明員（教育委員会）） 

 それでは、文科省のＧＩＧＡスクール構想、パソコン１人１台に関してお答えしま

す。文科省の計画どおりに実施をしていくのかどうかということですが、教育委員会

としましては、 補助金がパソコン１台につき４万５，０００円を上限としてつきま

すが、それが２０２３年までとなっていますので、補助がつく間に整備をしていきた

いと考えています。ただ、１台４万５，０００円を超える部分につきましては、市の

持ち出しということになりますので、当然財政当局との調整が必要になります。また、

急にパソコンが増えますと、学校も先生の研修やどのような授業をしていくのかとい

うことが問題となってきます。その場合の学校の支援ということも考慮する必要があ

りますので、基本的には１人１台に向けて進めていきたいと考えていますが、これら

のことも調整していく必要があると考えています。 

 （説明員（教育委員会）） 

 ２点目のお尋ねであった自立支援室についてです。おっしゃるとおり人的な環境な

しにはこの事業は進まないと考えています。実際にどのような生徒さんが利用してく

ださるかということもありますが、自立と銘打っているからには、生徒さんが少なく

とも卒業するときに自分で進路を選択できる、そういったことをしたいと考えていま

す。そのためには、支援を要する生徒さんは、コミュニケーションが苦手で助けを求

めたいときにもそれがなかなか言い出せないということがありますので、そういった

生徒さんの見取りができる人材でなければいけませんし、同時に自立のための学習支

援又は進路を選択する際にはどのような情報が必要なのか把握しなければいけません。

他市の実践では、実際に自立支援室の相談員が学校に一緒に行ってみるとか、オープ

ンスクールに一緒に行ってみるというような取組もありました。やはり委員がおっし

ゃるように、専門的な知識と子どもを見取る力が必要となるため、そういった人を配

置したいと考えて、非常勤の中で自立相談員という人材を適用しているところです。
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併せて、この部屋を運営していく体制として相談員と学校の教員も１人、少なくとも

１人が外へ出たら１人が中で生徒と関われるようにしたいと考えていますので、県費

の教員と市費の自立相談員２人体制で、２人とも担任や担当とつながることができる、

そういった環境や人を配置したいと考えています。今年、邑久中学校だけでなく長船

中学校と牛窓中学校で不登校傾向のお子さんと関わっていて必要なものというのがだ

いぶ見えてきていますので、専門的な知識というのは必ず必要だということを踏まえ

ての自立支援室の立ち上げとなっています。

 （説明員（教育委員会）） 

 １点漏らしておりました。学力テストを２０２３年度にパソコンを使って行うとい

うことで、新聞にも大きく載りましたが、国からは、２０２３年度に必ずその方法で

実施するというわけではなく、それに向かって検討している段階なので、誤解しない

ようにという通知がきています。ただ、もし実施するということになれば、対応でき

るような体制は整えていきたいと考えています。 

 （委員） 

 １ページの学力調査実施事業で、瀬戸内市は独自のものをやっていたりして、ＰＤ

ＣＡのサイクルから言ってもとても大切なことで、学校が指導の見直しを図るとか、

子ども自身が自分の学習の方法を見直すとか、非常に大切なことなので、きちんとや

っているところだと思いますが、前年度に比べて予算が大きく下がっているので、こ

れはどういうことなのかと思っています。 

 この重点施策というものは、大変よくできていると思います。重点１は、「確かな

学力」という表現を使っていますし、この説明のところでも、「新しい時代を生きる

上で必要な」という表現が入っています。教育というのは、いつものようにやってい

かなければいけないものもあれば、今だからやらなければいけないものもあるという

ことで、特に今年は英語やプログラミングというような内容が小学校にも入っていま

す。新しい教育課程を円滑に進めていくためには、何が何でもやらなければいけない

ことですが、そういったこともきちんと配慮されていて、特に英語とかＩＣＴのこと
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を言えば、きちんと予算もとられているということで、安心しています。 

 ２ページで言えば、もう後戻りはないだろうと思われるのが、地域学校協働活動推

進事業です。方向は、コミュニティスクールに向かっていますから、これの予算が昨

年と同じというのがどうなのかという疑問は持っていますが、これは内容だと思いま

す。 

 また、市長さんから、こういった機会に我々がどう考えているのかということを逆

に質問していただけたらありがたいと思っています。 

 それでは、私が質問した学力調査についてこれでやっていけるのかどうかというこ

とを心配していますが、これについてお願いします。 

 （説明員（教育委員会）） 

 今年度実施しましたのは、小学校５年生の国語と算数です。令和２年度は、県が実

施するということなので、重なりを避けるために予算としては上げていません。委員

がおっしゃるように、ＰＤＣＡを回していくためにはその時の状況を把握するという

ことが必ず必要なので、実施はしますが、県のものを活用するということです。 

 （議長） 

 それでは私の方からということですので、重点２の通学タクシー運行事業で、療育

が必要な子どもさんの入学に際して、岡山の特別支援学校へ行かなければならない方

に対するタクシーの手当てがあったと思いますが、どうなりましたか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 令和３年度からということになりますので、来年度予算に計上するかどうかという

ことについて、現在協議検討中です。 

 （説明員（教育委員会）） 

 今日関係機関を集めてケース会を実施しています。 

 （議長） 

 肢体と知的と重複の障害を持たれた子どもさんがこれから義務教育課程に入ってい

かれますが、この近隣では受けられるところがなくて、岡山東支援学校まで通わなけ
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ればいけないということがあります。親がついて行っていると親は仕事を辞めなくて

はいけなくなります。ただでさえ障害をお持ちの家庭はそんなに楽ではない状況の中

で、片方が仕事辞めなければいけないということは非常に厳しい状況になると思われ

ます。義務教育である以上は、市としてどういう対応ができるかということを検討し

てほしいと思います。これからもこのような話は出てくると思うので、義務教育であ

る以上は、たとえ１人であろうとも、お金がかかろうとも、保障するというのが我々

の役割だと思うので、ぜひ前向きに検討をお願いしたいと思います。 

 それから、図書館に地方創生で学習支援員を置いて、図書館を夜９時まで開けると

いう事業を内閣府に申請していましたが、どうなりましたか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 申請の段階で、夜間に図書館の自習スペースを開放するという事業が入っていると

なかなか厳しいという見通しで、その部分は外して申請をすることにしています。 

 （議長） 

 案としたら夜９時まで開けるということでしたか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 そうです。夜９時まで開館して夜間業務員と警備員を委託で派遣してもらうという

想定です。 

 （議長） 

 子どもたちが家に帰ったらテレビとゲームしか用事がなくなるので、図書館で勉強

させるということで、居場所をつくっていこうというものでしたが、それは市が独自

でやってくださいということですから、これからそういう事業が子どもたちの学びを

支える上で大切だと思ったら、教育委員会で独自に理論武装して、市の財源を使って

やるか、ふるさと納税を集めるか、そういった感じになるでしょうか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 図書館協議会でもこのことについて御意見をいただいていますので、しっかり再検

討して、改めて必要性を考えていきたいと思っています。 
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 （議長） 

 岡山市内だと自習室がいろんな所にあって、そこで勉強できるような環境が結構整

っていたりしていますが、瀬戸内市の場合なかなかそういう環境がないので、もし、

図書館やそれに代わる施設でもいいですが、そういう場所が用意していけるのであれ

ば、家庭学習を支援する上で有効なのかなと思っていたところもあります。いろんな

意見はあるかもしれませんが、引き続き検討をお願いします。 

 それから、山鳥毛の里帰りですが、先日所有者の方と仮契約を結んで、明後日購入

の議案を提出することになります。その後に里帰りをさせて、早々に里帰り展のよう

なもの、寄付をしていただいた方々に謝意をお示しする上でも何らかの式典のような

ものを開催した方がいいのではないかという話をしています。これについては、タイ

ミングとしたらこの議会に上げておかないと、例えばゴールデンウィークに実施する

としても間に合わないということになりますので、そのあたりは、後程教育委員会議

でも議論しておいていただけたらと思います。 

 学校給食の度重なる不祥事をどのようにお考えでしょうか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 金属の異物混入ということで、１２月から３回起こっています。最初は今城小学校

において釘が入っていたもの、２件目も今城小学校においてスライサーのねじが入っ

ていたもの、３件目が邑久小学校において金属線が入っていたものということになっ

ています。２件目のねじにつきましては、調理器具の一部のねじが欠落して混入した

ということです。こちらについては原因が分かっていますので、調理員にもしっかり

と日常点検日常清掃の中で点検をし、異常があればいち早く責任者に報告するように

指導しています。くぎ、金属線につきましては、原因が分かっていないので、成分分

析を行って、そのものを特定することとしています。納入業者には金属探知機を通し

たかどうかを確認し、また、納品から配送車で調理場を出るまでのルートを全て点検

しましたが、調理場内において釘や金属線は全く使用していないということが分かり

ましたので、調理場内の安全が確認できたということで、給食は再開しています。今
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後は、再度調理員等による点検、専門業者による点検を行い、不具合のあるものがあ

れば修繕をしていくということを考えています。 

 （議長） 

 事件性の可能性はありませんか。警察の検分もあったと聞いていますが、そのあた

りはどのように考えていますか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 同じことが３回続くと偶然ではないということを警察からも言われて、警察と情報

共有しながら、人為的なものについても視野に入れているところで、警察もそのよう

に動いているところです。新聞発表しますと皆さんの目に触れるということで、マス

コミから警察への問い合わせもあります。警察としても全く知らないというわけには

いかないので、調理場内の現地調査をしています。今後警察からの資料提供であると

かいろんな人への聴取であるとか、そういったことを含めて今後検討していきたいと

考えています。 

 （議長） 

 調理場としては委託業者の調理員さんへの聞取りはやっていないし、これからもそ

こまでは計画はしていないということですか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 そちらにつきましては警察が対応すると聞いています。ただ、私は責任者からそれ

ぞれの情報をいただいていますが、その中では、意図的なものというような報告は受

けていません。あくまでもねじは回転している途中に欠落したもので、少し緩かった

のかもしれないというような憶測はできますが、故意にねじを緩めているということ

はまずないと思っています。 

 （議長） 

 緩めることができるのでしょうか。 

 （説明員（教育委員会）） 

 はずして洗浄していますので、緩めたりすることは可能ですが、今回の場合は正規
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のねじではなくて大きなねじを入れていたということがあって、それが一つの原因で

はないかと推測されます。業者に確認をして、このようなことが起きないねじに交換

しているところです。 

 （議長） 

 よろしくお願いします。 

 ほかの皆さんいかがでしょうか。 

 （委員） 

 教育情報機器のことを先ほどから言われていましたが、以前お伺いしたときにデジ

タル教科書の整備は半分くらいと言われていましたが、それから１年以上たつので、

今どれくらい進んでいるのか、お伺いしたいと思います。 

 （説明員（教育委員会）） 

 デジタル教科書につきましては、毎年入札をして導入していますが、全ての教科か

どうかということは確認をさせていただいて、また後程お知らせをさせていただきま

す。 

 （委員） 

 特別支援教育の充実ということで、人的配置ということをおっしゃられましたが、

具体的な進捗状況がどの程度かということが気になっていまして、それについても分

かる範囲で教えていただきたいと思います。 

 （説明員（教育委員会）） 

 大きく二つです。まず、非常勤の講師の配置により、例えば国語科、算数科、その

授業をする中で特性によってなかなか授業に向き合いにくいというお子さんについて、

本人はもちろん保護者の方にも連絡をして、この単元については別の教室でやりまし

ょうということや、ティームティーチングということで言えば、指導する者ともう一

人一緒に話をしながら進めていくというような取出しの取組をしています。取出しを

することによって、自分の言いたいことをうまく伝えることができた、褒められる、

やった、それを持って教室に帰っていく、そこで自信がつくということがあります。 
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もう一つは、支援員の配置です。これは、幼稚園、小学校、中学校で行っていま

す。特別な支援を要するお子さんはそれぞれ課題があります。その子ども自身がパニ

ック状態になったときの対応もありますが、一方でそういったお子さんについて周り

の子どもへの理解を進めるという意味でも非常に重要だと思います。何で困っている

のかということが分かりづらいということもありますので、自分の思っていることが

うまく言えなくて困っているということをほかの子どもたちに伝えるということが進

んできています。 

 （委員） 

 たくさんの放課後児童クラブがあるということですが、瀬戸内市内で数は足りてい

て、困っている保護者はいないという状況でしょうか。図書館の話もあってすごくい

いなと思いましたが、子どもの居場所がない、１人でいることがあるという中で、そ

の把握は難しいと思いますが、数は足りていて、希望者皆が入れているという状況で

すか。 

 （説明員（保健福祉部）） 

 この度、邑久地域で１クラブ、民設民営のクラブを誘致しました。これにつきまし

ては、小学校を学校別にみて全校児童の約２０％の子どもたちのニーズがあるという

ことで、邑久地域の邑久小学校区では少し足らないというところで、その不足分の受

け皿として１クラブ誘致しました。それから、牛窓の１組増設ということで、来年度

１組増えますが、これは今お預かりしているところが手狭になり、もう少しゆっくり

とした保育をしたいという希望によるもので、市は補助金や委託料を予算要求してい

るところです。実際に全ての保護者の声というのが、どれだけの人数で、必ず希望の

方が入れているかということは、明確にお答えすることは難しいですが、クラブの努

力によって受け入れていただいていると理解しています。子育て支援課には、入れな

かったとかそういった話は直接届いてはいないですが、保護者の方もそのクラブの運

営についていろいろ調べながら入所の申込みをされているわけで、そのあたり今のと

ころは必要なカバーはできているのではないかと考えています。ただ、個々のご家庭



- 18 - 

についてはいろいろなお考えがあると思いますので、そのあたりは課としてもこれか

ら十分把握できるよう努力していきたいと考えています。 

 （委員） 

 市で今までしてきたところと、民間のところでは何か違いがありますか。 

 （説明員（保健福祉部）） 

 違いといえば運営の主体が違っています。今まで市で直接運営していたというのが、

保護者の運営委員会で運営をされていたのですが、保護者の方が働きながら運営する

というところの負担があるということで、指定管理者制度を導入しましたので、事業

者が直接運営するということになっています。 

民設民営では、牛窓のあいあい保育園とルンビニ保育園、長船のちとせ子ども園

が事業の一環として放課後児童クラブを運営しており、学区外の方で通われているケ

ースがありますが、市の指定管理により行っている放課後児童クラブは、小学校区ご

とにありまして、その小学校区の子どもが通っています。 

 （委員） 

 重点３の図書館整備事業が消されているのが何故かということと、昨年読書バリア

フリー法が施行されましたが、それに対して瀬戸内市の図書館ではどのように考えて

いかれるのかということをお聞きしたいと思います。まだ基本計画が出ていないので、

その基本計画に基づいて対応していくように考えているのでしょうか。 

 また、重点４の「健康で活力に満ちた地域社会の形成」というところで、スポーツ

に親しみ、環境を整備するとなっています。このスポーツというものをどのように考

えているのか、環境というものをどのように考えているのかということです。私も外

を歩くことが多いのですが、歩く道がない、散歩をする道がないということがありま

す。今すぐにということではないですが、いつどこででもスポーツに親しめる、そう

いった環境や重点４に掲げる地域社会をつくっていくということであれば、遊歩道が

あるまちというのか、長船町であれば刀剣博物館や歴史的な遺産が多くある福岡のま

ちをめぐっていく人たちに向けた遊歩道があるといいと思います。莫大な費用が必要
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ですが、そういったことも視野に入れていただきたいと思います。 

これと関連して、重点５の「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」ということ

ですが、私が表題に入れたかったのは、米印の一番上にある「豊かな自然を保護・保

存し」というところです。牛窓、邑久、長船それぞれ特徴のある自然、風景がありま

す。これが中心になってほしいというのが私の願いです。歴史遺産、伝統文化が根付

いている豊かな自然のあるまち、人々の生活や暮らしが息づいている豊かな自然のあ

るまちが、子どもたちの心の中に原風景をつくり、子どもたちはその原風景を一生持

ち続ける、その原風景が米印の４番に書いてある「子どもたちが故郷を愛する心」に

つながっていくと思います。ですから、豊かな自然を保護・保存していけるような取

組ができたら、子どもたちが一生持ち続けることができる原風景ができて、子どもた

ちが当然故郷を愛する心を持つと思います。そういうまちになればいいと思っていま

す。 

 （説明員（教育委員会）） 

 図書館から質問にお答えします。図書館整備事業の部分が消えているということで

すが、予算の区分けとも関連していまして、整備事業に入るのは主にハードの部分、

建物の整備に係る部分ということで、これまでいくらか予算がついていましたが、昨

年度も実はありませんでした。駐車場の一部ラインの引き直しという部分だけ整備事

業に入っていましたが、今年度、来年度はそのあたりの予定がありませんので、整備

事業としてはないということです。 

 （議長） 

 予算がないということは、消し忘れということですか。 

 （説明員（総務部）） 

 総務課で資料を作成する際の消し忘れということです。 

 （議長） 

 今、原風景、遊歩道というお話がありましたが、これは景観の条例に関わることで

あったり、都市計画をやっていなかったりする中でどこまでできるかということがあ
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ります。公園が欲しいという意見は、先日も小学校６年生の子どもたちが英語の練習

の中で言っていました。例えば、多くの子どもたちにとって、大きくて美しい図書館

があるということは、地域に対する肯定感につながっていますし、国府や行幸の子ど

もたちは、刀剣博物館があるということと、大町があるということが大きいようです。

公園がない、お店がないということは、子どもたちにとっても残念な印象として強く

印象にあるということを感じましたので、こういったところは引き続き取り組んでい

く必要があると思います。 

 （委員） 

重点５のところで、刀剣博物館だとか公民館というのは非常に素晴らしいものが

あると思いますが、それに比べて美術館はちょっとみすぼらしい感じが否めないので、

もう少し目を向けていただきたいと思います。 

それから米印の２番目に「新たな文化芸術の創造への支援」とありますが、「新た

な」がどっちに係っているかというと、「文化芸術」の方で「支援」の方ではないと

思いますので、今まであるものを大切にしてほしいと思いました。 

 （議長） 

 「新たな」がどこに係るかあいまいですが、これは古い文化芸術を支援しないとい

う意味ではなく、新たな支援策を講じていくという意味だと思われますので、次期策

定の際には内容を考えて直した方がいいと思います。 

 最後に、新型コロナウイルス感染症対策について、どこで起きてもおかしくない状

況ですので、教育委員会も保健福祉部と連携して万全の対策をよろしくお願いします。 

 その他ということで１点、学校の体育館にエアコンがないということを言われてい

て、市長部局の方で、学校の体育館については地中熱を活用して、なるべくエアコン

等から多くのＣＯ２を発生さないようなことができないかということを調査研究して

います。これについては、連携しながら教育委員の皆さんにも情報提供していただき

たいと思います。 

 それから、保健福祉部の仮庁舎をゆめトピアの隣につくるという計画でしたが、本
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庁の西棟の下の土地が購入できるということで状況が変わったので、保健福祉部の仮

庁舎をゆめトピアの隣につくるという計画も完全になくなったわけではありませんが、

本庁の方に保健福祉部をもってきてはどうかという話が出てきています。したがって、

どういう形が１番いいのかということを新年度になってから比較できるようにしっか

りと調べて、その上で最終的な結論を出したいと思っていますので、その点について

も教育委員さんにお伝えしていただくようにお願いします。 


